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で、In Cell Folding法は様々なタンパク質に適用できる有用な手法であると思われる。 
タンパク質カチオン化法による細胞内導入技術は、試験管内の培養細胞に対して均一かつ一過的にタ
ンパク質を導入できることが大きな特徴である。申請者はこの特徴を活用して、がんに関わるタンパク
質を導入し、一過的に細胞を増殖させることに成功した。現在、再生医療などの分野では細胞移植に用
いるための細胞をいかに増やすか、その技術開発が求められている。本技術はそのような要求に応える
ための１つの手段になりうると考えられる。以上のように、申請者はこれまでの問題を解決する新規の
タンパク質導入技術を開発し、その技術を活用した医用工学への応用例も提示した。したがって、本論
文によって示された研究成果は、博士（工学）の学位論文として価値があると認められる。 
